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○委員長（加藤こうじさん）  おはようございます。ただいまから総務委員会を開きます。 

○委員長（加藤こうじさん）  初めに休憩を取って、本日の流れを確認いたしたいと思います。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  審査日程のうち、１、議案の審査について、２、議案の取扱いについ

て、３、行政報告、(2)の防災安全部報告と(4)総務部報告は前回までに終了しておりますので、本日

の流れにつきましては、３、行政報告の(1)企画部報告、(3)の市民部報告、４の管外視察について、

５、所管事務の調査について、６、次回委員会の日程について、７、その他ということで進めてまいり

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、そのように確認いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  企画部報告、本件を議題といたします。 

 本件に対する企画部の説明を求めます。 

○企画部長（石坂和也さん）  本日の行政報告は３点となります。資料のかがみ文を御覧ください。 

 １点目は、令和８年度企画部の方針と重点管理事業について、後ほど詳細御説明いたします。 

 ２点目は、みたかデジタル商品券事業についてで、これまでの取組経過、申込み状況、今後の予定に

ついての御報告となります。 

 ３点目は、令和７年国勢調査に係る人口及び世帯数（速報値）についてです。５月29日に国が公表

したもので、男女別人口及び世帯数の速報値となります。 

 引き続き私のほうから１点目の令和８年度企画部の方針と重点管理事業について御説明をいたします。

既に送付済みの資料の１ページを御覧ください。 

 １の部の経営資源につきましては、(1)の組織構成に令和８年４月に設置いたしました平和人権課を

追加をしております。 

 次に２の方針では、各部の役割とともに当該年度の取組を端的にまとめる内容となっております。企

画部の方針は、計画行政を推進する役割を担っており、重点管理事業を中心に、参加と協働、戦略的な

広報、ＤＸによる利便性の向上など、健全な自治体経営を基調としてスピード感を持って各施策を推進

することとしております。 

 次に、３の重点管理事業です。１点目は、海外都市との交流と平和事業の推進です。ラ・カニャー

ダ・フリントリッジ市との交流につきましては、前回の本委員会で御報告させていただきましたが、７

月に特別職職員等を派遣し、実務協議を行い、９月議会での議案提出に向けて交流プログラムの内容な

どの調整を進めていくこととしております。 

 平和事業については、７月29日から31日まで中学生を長崎に派遣するほか、平和推進条例において

定めた平和の日の11月30日に前後して、記念セレモニーや各種平和事業を実施します。 

 ２点目は、市ホームページのリニューアルで令和７年12月に契約締結し、令和９年１月の運用開始

を予定しております。デザインや検索機能の改善を柱とし、必要に応じてリライトし、統一感のある掲

載内容とするなど、９月からコンテンツの移行・改善に着手をいたします。 
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 ３点目は、歳出の総点検で、各部とのヒアリングを通して、事務事業の実施根拠に立ち返り、継続の

必要性などを検証し、令和９年度予算編成に向けて方向性を定めていきます。 

 ４点目は、みたか地域ポイントの推進で、令和８年３月に改定した基本方針に基づく取組となります。

ポイントの地域での循環の一環として、寄附制度を創設し、10月に予定しているスポーツごみ拾いイ

ベントを寄附先として募集をしております。 

 また、事業評価として、アプリ登録者などの定量的評価、アンケートやヒアリングなどの定性的評価

を行い、業者からの意見を反映しながら改善のサイクルを構築してまいります。 

 ５点目は、既存物件を活用した三鷹ヴィレッジ・森のアトリエの運営です。４月26日にオープニン

グイベントを開催し、６人の入居が完了しております。コミュニティ・コーディネーターを中心に定期

的にイベントを行いながら、３月には入居者の活動報告の場を予定をしております。 

 ６点目は、庁内におけるペーパーレス化の推進です。令和７年度は企画部と総務部で試行実施を行い、

紙の使用料が17％削減するなど、一定の成果がありました。新たに紙を発生させないことを基本とし、

業務特性に応じた運用ルールを定め、職員研修を行うなど、10月からの全庁での運用を開始したいと

考えております。 

 私からの説明は以上となります。２点目以降につきましては、担当の課長から御説明させていただき

ます。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  私からは報告事項の２点目以降について御説明をいたします。初

めに報告事項の２点目、みたかデジタル商品券事業について御説明いたします。資料１を御覧ください。 

 事業概要につきましては、１に記載のとおりで、みたか地域ポイントアプリを活用したデジタル商品

券として、販売額10億円に30％のプレミアムを付与いたしまして、総額13億円として発行するもので

ございます。 

 最大購入可能数は１人30口まで、申込み多数の場合は抽せんとするもので、物価高騰対策として、

令和８年第１回市議会定例会で補正予算措置したものでございます。 

 前回からの主な変更点は、２に記載のとおり、プレミアム率を30％に引き上げ、利用期間を延長し

たほか、スマホを持たない未成年者分につきましては、保護者などが購入できるようにいたしました。 

 次に、３、商品券の申込み実績等を御覧ください。４月20日から５月20日までの期間で募集を行い

まして、(1)のとおり、販売額10億円に対しまして、４万9,347件、14億1,800万1,000円の申込みが

ございまして、参加店舗数も(2)のとおり530店舗に達するなど、いずれも前回を大きく上回っており

ます。 

 なお、この後御説明いたします抽せんにつきましては、この申込件数から内容に疑義のあった方を整

理した有効件数に基づいて行っております。 

 続いて２ページを御覧ください。４、抽せん結果等についてでございます。今回、販売予定額を上回

る申込みがあったことから、事前告知どおり抽せんといたしました。抽せん方法につきましては、イコ

ールゲイン方式によりまして、まず、全員に１口ずつ均等に配分していき、申込み口数に達した方を外

しながら、残りを同様に配分し、最後に端数分のみを抽せんといたしました。その結果、20口までは

全額当せん、21口目が抽せんとなりました。 

 次に、５、これまでの主な取組についてでございます。(1)に記載のとおり、参加店舗の募集に向け

た取組として、新たに店舗向けの説明用動画を作成、公開したほか、隣接市の市境に所在する店舗も含
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め、スーパーやドラッグストアを中心として積極的に参加の声かけを行いました。 

 また、主に高齢者のデジタルデバイド対策といたしまして、(2)に記載のとおり、様々な利用者支援

を実施しております。アのサポート窓口は、市役所第二庁舎や第三庁舎、三鷹ネットワーク大学に設置

しているもので、申込期間中の５月20日までに752人の利用がございました。こちらの窓口は引き続

き７月31日まで設置いたします。 

 イの出張サポート窓口は、各コミュニティ・センターに市役所等に設置するサポート窓口と同様の窓

口を設置するもので、申込期間中に１回ずつ開催し、計153人の利用がございました。こちらの窓口は、

購入・利用期間中においても各１回開催いたします。 

 ウの出張説明会は、グループを対象に行うもので、５月20日現在、３グループ、28人の利用がござ

いました。こちらの取組は７月31日まで継続いたします。 

 ３ページ目のエは、携帯電話事業者が開催しているスマホ操作サポートにおいて、アプリの操作方法

等を説明するもので、５月20日までの実施期間中63人の利用がございました。 

 これらのデジタルデバイド対策につきまして、サポート窓口及び出張サポート窓口の利用者が前回の

令和６年度と比較いたしまして500名近い増加となったこと、また、窓口相談員へのヒアリングでも、

初めて相談に来られた方の割合が３割程度であったことなどから、高齢者を中心に一定の成果があった

ものと捉えてございます。 

 (3)、事業周知につきましては、広報みたかやチラシの全戸配布など、確実に市民の手元に届く媒体

を中心といたしまして、申込み開始の直前からほぼ毎週にわたりまして情報が届くよう、積極的な周知、

広報に努めております。 

 最後に、６、主なスケジュールです。６月９日の午前10時に抽せん結果を発表しておりまして、翌

10日の午前10時から購入を開始しております。なお、購入期間は９月30日までとなります。また、商

品券の利用期間は10月31日までとなります。 

 続きまして、報告事項の３点目、令和７年国勢調査に係る人口及び世帯数（速報値）について御説明

をいたします。資料２を御覧ください。上段の表に記載のとおり、令和７年10月１日時点での人口は

19万4,959人、世帯数は９万8,919世帯、１世帯当たり人員は1.97人となっています。 

 資料の中段以降、(1)から(3)といたしまして、平成27年からの推移、また住民基本台帳人口との比

較を行った表を記載してございます。(1)の人口につきましては、令和２年から令和７年にかけて、住

民基本台帳人口は微増となったものの、国勢調査人口は微減となりました。前回と比較いたしまして、

大規模なマンション開発等の住宅開発がなかったことなどから、大きな人口変動はございませんでした。 

 なお、住民基本台帳人口と国勢調査人口の差は、施設入所などによる居住実態とのずれや進学、就職

等による転出未届けが主な要因であると捉えてございます。 

 (2)、(3)の世帯数及び１世帯当たりの人員の推移について、世帯数は国勢調査、住民基本台帳とも

増加し、１世帯当たり人員は2.0を下回りました。 

 なお、この資料でお示ししている数値は、令和８年５月29日に国が公表した速報値となります。確

報値につきましては９月以降に順次公表が予定されております。 

 説明は以上となります。 

○委員長（加藤こうじさん）  企画部の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 
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○委員（吉野けんさくさん）  よろしくお願いします。みたかデジタル商品券事業についてお伺いし

たいと思います。同居の未成年者分は保護者が購入可能となっています。未成年者でもこれは購入が可

能だったんでしたっけ、実際には。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  もし御本人が申し込んだ場合は御本人が御購入なんですけども、

御本人が申し込めない場合は、スマホを持ってないなどで申し込めない場合は、同居の保護者等がまと

めて申し込んで御購入をいただくといった、そういった設計になっております。 

○委員（吉野けんさくさん）  ありがとうございます。たしか５月20日に住民票が登録されている

方が対象ですということだったと思うんですけども、申込期間中に18歳になった方というのは、未成

年者になるのか、ならないのかというところはお伺いできますか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  あくまで５月20日時点の住基突合しておりますので、そこで未

成年者かどうかというのは５月20日時点での判断という形になります。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。ちょっとその辺で分かりづらいということのあれがあ

ったので、ちょっと質問させていただきました。あと、今回、商品券、私も買わせいただいたんですけ

ども、商品券のポイントについては、第三者に渡すことができない仕様になっていたと思います。今度、

このポイントも寄附できるようなったりとかということもあると思うんですけども、そういったことも

多分できる、できないというのがシステム上選べるような形になっている状況だと思うんですね。今、

一応商品券の２つポイントがあって、これは３つ４つと増やすことはできるんですか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  御指摘のとおり、今同じアプリ内で地域ポイントと商品券という

のは２つ分けて管理をしておりまして、それぞれちゃんと別の動きをするようになっております。３つ

以上ということになると、ちょっと事業者のほうに確認を取らないと分からないというところが正直な

ところでございます。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。いろいろ恐らくカスタムができるのかなと思ったので

お伺いしました。 

 すいません。続いて国勢調査についてお伺いしたいと思います。こちらはおよそ何％ぐらいの方が毎

年調査できているんでしょうか。100％はできてないと思うんですけど。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  国勢調査なんですけど、基本的には５年に一度の調査という形に

なりまして、悉皆調査ですので、基本的には全員の方にお答えいただいているというような前提になっ

ております。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。ありがとうございます。確定値が９月以降にまた出て

くるということだと思うんですけども、これは要するにまだ回答いただけないのが、プラスで集計でき

るということでは。違う？ 

○企画経営課長（山口和昭さん）  一応悉皆調査ということで全員から御回答はいただくんですけど

も、やはり中には回答票を御提出いただけない方もいらっしゃいますので、そういった方につきまして

は、調査員が聞き取り等をしまして調査票を国に上げているということになります。その大体割合が令

和７年の調査時では大体３割ぐらいの方がそういったような処理させていただいております。確定値に

つきましては、こういった上げた情報を国のほうで整理して出していただくという形になりますので、

一旦、調査の回答としては、今、速報値のところから回答の内容が変わるわけではなくて、例えば、施

設にお住まいの方の整理をどうするかとか、そういったことがやられるということになっております。 
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○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。ありがとうございます。終わります。 

○委員（山田さとみさん）  よろしくお願いします。デジタル商品券についてまずお伺いします。前

回から購入数が増えたということなんですが、これは未成年者分の購入が可能になったからというふう

に分析されているのか、広報をすごく頑張ったからとか、どういう分析をされているのかお伺いします。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  一つ一番大きいのはやはり未成年者分のかなと思っております。

今回、19歳以下の申込みが、速報値ベースですけど、およそ１万700件。前回が1,200件でしたので、

差分で9,500件分、金額に直して２億6,400万円が増になっております。 

 広報につきましても、前回やらなかった、今回特集号という形でお配りをしておりまして、特集号が

配られ始めた金曜日から日曜日にかけてが一番申込みの件数、金額とも多かったので、そこも効果があ

ったのかなと考えております。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。未成年者分の商品券を同一世帯の保護者がまと

めて購入可となっていて、その後、名寄せ作業というか、本当に申告が本当なのかという作業が生じた

と思うんですけれども、その事務負担についてお伺いします。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  こちらは間違いがあってはいけないので、まず委託業者さんのほ

うで見ていただいた後に、疑義に関しては、職員と管理職のほうで多層的に見ているところでございま

す。なるべく多くの方に買っていただきたいというので、丁寧に見させていただいたので、少し負担感

はありますけれども、丁寧にやらせていただいたというところになります。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。多くの方に買っていただきたいので、事務負担について

はそこまで負担に感じていないということなんですね。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  １件１件突合をするわけではなくて、あらかじめ住基との突合の

ところで機械的にやった後に疑義があるところを丁寧に見ていくというようなやり方になるので、今回

の件数ぐらいなら想定の範囲内だったのかなとは思っております。 

○委員（山田さとみさん）  疑義があるものというのはどれくらいあったんでしょうか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  最終的に重複があって、申込みの口数を変更等した方が大体250

から260件くらいございましたので、それよりもう少し大きい数と思っております。300件ほどだった

ので、大体それぐらいかなと思っております。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。１万700件を一つ一つやっているのかなと思ったら、そ

ういうことではないんですね。分かりました。ありがとうございます、丁寧にやってくださって。すご

くやっぱり子供が多い御家庭はその分やっぱり出費が多いので、こういう御配慮いただけるとすごくあ

りがたいので、今後もぜひ御配慮いただければと思います。ありがとうございます。 

 参加店舗も増えたということで、こちらについてはやっぱり割と定期的にデジタル商品券事業を続け

ていくんだろうなという見通しがあるので、参加してくださったって、そういう感じなのでしょうか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  継続的にやるという見込みよりは、今回やるので参加をするとい

ったところが多いのかなとは思っております。ただ、参加店舗を今後どういうふうにそのまま継続して

いただくのかというのは今後の課題だと思っていますので、その辺は店舗さんともアンケートとかヒア

リング等を通じてこちらから積極的に継続をお願いしたいと思っております。 

○委員（山田さとみさん）  やっぱりデジタル商品券事業、プレミアム商品券が終わってしまうとポ

イント使えなくなっちゃうかなと思ってしまうので、ぜひ継続していただけるように丁寧にヒアリング
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をお願いしたいと思います。 

 抽せん結果についてお伺いします。イコールゲイン方式ということで、大体みんな、どう？ 当たっ

た？ みたいなふうに聞くと、大体みんな同じ数だったので、納得感、皆さん持っていらっしゃるのか

なと思うんですけれども、抽せん結果について何かお問合せ、何でこの結果なのみたいな、そういうお

問合せというのはあったのでしょうか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  そういったお問合わせは今のところはございません。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。きっと御納得いただけているのかなと思います。ありが

とうございます。 

 ５のこれまでの主な取組のところで、オンライン申請が不慣れな店舗に向けて説明会を実施していた

だいて、５店舗参加してくださったということなんですけれども、オンライン申請が不慣れな店舗とい

うのは、ほかの例えば、ほかのＱＲコード決済、民間のあると思うんですけど、そういうのは導入され

ている店舗だったのでしょうか。初めてバーコード決済みたいなのにチャレンジされる店舗なのか、デ

ジタル商品券事業があるからちょっとチャレンジしてみようかなという契機になったのかについてお伺

いします。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  ちょっとアンケート等を取ってないので、確実な数字ではないん

ですけども、中にはほかのＱＲ決済を使っていらっしゃる店舗さんも参加しているということなので、

ちょっと三鷹の地域ポイントのアプリ自体が初めてでというところだとは思います。ちょっとやり方が

やはり違ってきますので。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。ありがとうございます。利用者の資源ということで、デ

ジタルデバイド対応を丁寧にやってくださったということで、ありがとうございます。これをきっかけ

に、やっぱりスマホから来る情報というのが災害時にもすごく必要になってくると思いますし、この間

の御答弁でもあったような気がするんですけれども、やっぱり民間のポイントとかも、やっぱりＱＲ決

済とか、何かポイントがついてきたりとか、そういうお得になったりとかするので、ぜひデジタルにも

親しんでいただけるような御活動、これからも続けていっていただきたいなと思うんですが、何か参加

者の方からどういう感想が寄せられたのか、お伺いします。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  サポート窓口のヒアリングのときに相談員さんから聞いた話です

と、やっぱりこれをきっかけに使うようになったとか、思ったより簡単だったということとか、あと併

せてスマホの高齢者の助成等をやっておりますので、そういう助成もあったので、これを機会にスマホ

の検討をしてみようかなというような声もあったようには聞いております。 

○委員（山田さとみさん）  それはすばらしいですね。ありがとうございます。ぜひ今後もこういう

活動を続けていただきたいなと思います。 

 次に、重点についてお伺いします。まず、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市との姉妹都市について

お伺いします。今度、特別職の方が実際現地に行かれて、今後のプログラムについて検討されるという

ことだったんですけれども、これから具体的に詰めるという感じなんでしょうか。もう既にこういうこ

とをしたいなというのは何となく共有されているようにもこの間の答弁をお伺いしていて思ったんです

けれども、今の現状と７月に何をされてくるのかについてお伺いします。 

○企画部調整担当部長（梶田秀和さん）  現状では、お互いが例えばこういうことをやってみたいと

いうようなことで共有をしているというような状況になっております。その中で、じゃあ、どれができ
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るかということについてはもう少し詰める必要があると思っていますので、７月の訪問においては、ど

ういった事業からスタートしようかという概略、大枠を合意していきたいなと思っているところでござ

います。 

 私からは以上です。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。ありがとうございます。やりたいことをわーっとお互い

に言っていて、どの事業からスタートしようかなというのをこれから詰めていかれるということですね。

そのときに結構、海外との交流なので、オンラインというのも考えられると思うんですが、実際に交流

するとなるとやっぱり予算が必要になってくるものですので、そこのどっちがどのくらい負担するとか、

そういう予算の負担率みたいなところについても詳しく詰めてきてくださるんでしょうか。 

○企画部調整担当部長（梶田秀和さん）  役割分担とか、そういう財政負担とかの割合といいましょ

うか、そこはすごく大事なポイントだと思っています。個々の事業によっていろいろなケースもあると

思いますので、詳細について、７月の訪問で詰め切れるかというのはちょっと難しいかなというのもご

ざいますので、現在もメールのやり取りですとか、どこかでまたオンライン会議もやりたいなと思って

いますので、そういった機会も捉えながら、詳細についてはそうしたところで決めていくことになると

考えているところです。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。７月に詰め切れるかというところはちょっと分からない

けれども、メールですとか、そういったデジタルツールを使って詰めていくということなんですね。分

かりました。９月の議案提出に向けてどれくらい詰められるのかというのは、結構、議案提出に向けて

のポイントになってくると思うので、市民の方にしっかりと御説明できるような議案にしていただきた

いなというのは、やっぱり市議会でこうやって行政報告を前回出されて、やっぱり周知の期間がなかな

か少ない、短いかなあとは思いますので、すごい楽しみな反面、やっぱり説明も必要だと思いますので、

その意義ですとか、予算がどれくらいこれからかかっていくかとか、その辺りについてはできるだけ詳

細にというか、していただきたいですし、広く意義については広めていただきたいなと思うんですが、

どのようにお考えでしょうか。 

○企画部調整担当部長（梶田秀和さん）  今委員おっしゃられたように、まだ市民の皆様への周知と

いうのは本当にまだ足りてないと思っております。なので、ちょっと機会を捉えて、これまでの経過で

あったりとか、もしくはラ・カニャーダ・フリントリッジの紹介ですとか、そうしたところから広報や

ホームページも活用しながら広報していくということを検討してまいりたいと思っています。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。ぜひ市民の方にも届いて、いい関係性に、これからラ・

カニャーダ・フリントリッジ市といい関係性がしっかり結ばれて、平和事業に資するようなものになる

といいなと考えています。ありがとうございます。 

 あと、市ホームページのリニューアルすごい楽しみにしているんですけれども、９月からコンテンツ

の移行・改善ということだったんですが、これまでの取組についてお伺いしたいのと、具体的に９月か

ら何をされるのかについてお伺いします。それと、新ホームページの運用を１月から開始されるという

ことなんですけれども、開始後もいろいろ、やっぱりここを変えたほうがいいなとか、改善するという

のも大事だと思うんですが、１月にリニューアルして、チームが解散してしまうのか、それともきちん

と改善していくようなチームが残っていくのか、体制についてもお伺いします。 

○広報メディア課長（中塚 大さん）  12月に事業者との契約を行いまして、これまで進めてきた
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こととしましては、まずサイトの全体の大枠の設計ですとか、あと、こちらからの要件定義についての

事業者とのすり合わせなどを行ってきました。ここまで、全体のページのデザインですとか、そういっ

たものの方向性を決定をしてきました。 

 今、進めている作業としては、こちらの市の内部のほうで、現行のホームページから新ホームページ

のほうに移行するページ、どれを移行するかというところを、こちらが広報メディア課と事業者のほう

で考えた基準に基づいて提示をしまして、１ページずつ各部署で精査をしながら移行するコンテンツを

精査してもらっています。 

 今後、移行するページにつきましては、内容を見直しをしてきちんと構造が整った形にして移行する

という作業も行っていきます。１月のリニューアルが終わってからのチームの体制ですけれども、事業

者の三鷹市とのやり取りをするチームというのは、リニューアルチームとはチームの構成とかは異なっ

ていきますけれども、きちんと連絡を取り合って、定期的にページの改善であったりとか、今後のさら

に要望に合わせたカスタマイズの検討であったりとか、そういったことは定期的に情報交換しながら検

討を進めていくということで継続していきます。 

 あと、市の内部のほうでも広報主任が各部署におりますので、広報主任と広報メディア課が常に連絡

を取り合って、ページの質の改善であったりとか、今後のホームページの運用についての意見交換など

は引き続き行っていくという体制になっています。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。体制については、１月開始後も各課の広報主任

と広報メディア課が一緒になって質の改善を行っていって、業者とやり取りするチームがいて、常に改

善ができるようになっていくと、そういう理解でよろしいですか。 

○広報メディア課長（中塚 大さん）  そのとおりでして、庁内でのやり取りとしては、各部署は広

報主任と広報メディア課でやり取りをしまして、ホームページの事業者との窓口は広報メディア課が行

っていくという体制で、これは今の現行ホームページの体制とも変更はないということで、継続して改

善に向けて取り組んでいくという体制になっています。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。とても心強いんですが、やっぱりホームページ

見づらいというのが、何か困ったときに検索して、例えば保育園、三鷹市とか検索しても、欲しい情報

にたどり着けないというのが、やっぱり一番。三鷹市の組織とか予算とか知っている人だったらたどり

着けるんですけど、そうじゃない人ってたどり着けないような構造になっていて、なので、さっき構造

が整っているかというところの指標、どういう状態が構造が整っていると皆さんに周知、市の内容を見

直しされている皆さんに、どういう状態が構造が整っているとお伝えしているのかというのはちょっと

気になったので、お伺いします。 

○広報メディア課長（中塚 大さん）  先ほど構造を整えていくということでお話をしたところにつ

いては、一つ一つのページの品質を向上していくということで御認識いただければと思っています。ど

ういった形が品質が整っているかということなんですけども、きちんと見出しがあって、本文があって

という、機械的にここは見出し、ここは本文というような形が、機械的にも読み取りやすい。それは人

が見ても、めり張りがついていて読みやすいということになっているんですけども、そういった構造を

整えていくことで、検索性も、検索するロボットのほうも、このページの内容というのをつかみやすく

なる。つまりは検索して見つかりやすくなるということにもつながっていきます。 

 こういった品質を向上していくことで、ページが見つかりやすいってところが見つけやすくなってい
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ったりという効果も考えられると思いますし、あと、新サイトのほうでは、導入する、導入に向けて進

めている生成ＡＩを使った検索機能、こちらで例えば検索するキーワードが多少間違っていたとしても、

目的とする情報にたどり着きやすくなったり、そういった効果があると思いますので、現行のページよ

りもより見つけやすいというところは意識して作業を進めています。 

○委員（山田さとみさん）  大変楽しみにしておりますので、よろしくお願いします。ありがとうご

ざいます。あとは大丈夫です。ありがとうございます。 

○委員（髙谷真一朗さん）  お願いします。まず、運営方針なんですけども、まず企画部の方針とい

うことで、企画部というのは、本当に市全体の政策の調整ですとか、それを統括している部署ですので、

今年度、特に重点的に強化したいというような全庁的な調整の分野ですとか、あるいは他部局との連携

において何か工夫されている部分というのは何かありますか。 

○企画部長（石坂和也さん）  企画部、まさに全庁の要となって、市政を進めていくための推進エン

ジンになる、そういった役割だとは自負をしているところでございます。 

 そうした中で今年度でございますが、大きく２つになるんですが、まず１個は、ＤＸの分野ですね。

やはり先ほどのＡＩのちょっと話もございました。こういったところを私たちだけで考えるのではなく

て、やはり各部のアイデアみたいなのをどう吸い上げてやっていくのかというようなところがあります。

さらに、ここにも出ていますが、ペーパーレスみたいなところについてもやっぱり全庁的なところの中

で、やはりこの間やってきた標準化という取組、これをどういうふうにやっていくのかというところ、

やはり各部の理解を得ながらというところが非常に大事なのかなという。ややもすると一方的な対応に

なりかねないところもありますので、例えばペーパーレスであれば、うちの課長が各部の部内連絡会に

お邪魔して丁寧に説明するなど、そういったところのめり張りをつけながらやっていくというのがまず

１点です。 

 ２点目、やはり今度の基本計画、令和９年度から改定といったようなところになります。そうした中

で、子どもの意見をどう聞いていくのかみたいなところとか、各部横断的にどういうふうなＫＰＩ、Ｋ

ＧＩにするようなアンケートにしていくのかというところも、やはり準備段階として各部のコンセンサ

スを得ながら、そして理事者をつなぎながらやっていくというのが非常に大事だと今思っているところ

でございます。引き続き、計画行政の要になるような形での部の運営に努めていきたいと考えています。 

○委員（髙谷真一朗さん）  分かりました。なかなかペーパーレスを進めたいと思っても、部によっ

て難しかったりとか、いろいろあると思いますので、しっかり調整しながら取り組んでいただきたいと

思います。 

 それで、あんまりちょっと答えづらいかもしれないんですけども、これだけ企画部というのは、今お

っしゃったように、市政のエンジンのという中で、また新たに平和人権課というところも新設した中で、

人員的に足りているのかなというようなところがあるんですけども、何か今後の業務量ですとか、新規

の施策を踏まえて、どのぐらいの体制が望ましいのかなというところがあれば教えていただきたいんで

すけど。 

○企画部長（石坂和也さん）  非常に答えにくい質問ではあるところで、人員の配置でいくと、やは

りこれからの職員の働き方改革等を考えると、やはりより多くというのは正直ございます。ただ一方で

全庁的に欠員が生じているというのも私ども承知している中で、ただやっぱり新たな課題みたいなとこ

ろができた中で、当初から方針が一気に加速して、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市とか、そういっ
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たところの配置というのはやっぱり必要なのかなと考えているとこなんですが、そういったこと言うと

切りがなくなってしまうんですね。例えば去年、国勢調査やりました。そうした中でも、例えば、財政

課が８月、９月になったら、少し閑散期になる中で、じゃあ応援体制をどう組むかというところで、縦

割りになるんじゃなくて企画部内でどうやって融通しながらマネジメントしていくのかというのもやっ

ぱり一方で求められるんだろうなと思いますので、やはり求めるところは求める、内部での自助努力を

するところはするといったところのめり張りみたいなところをきちっとやりながら部の運営を努めてい

く必要があるかなと思っています。 

○委員（髙谷真一朗さん）  なるほど、その発想はなかったですね。部内で協力をしながらというの

は、まさにこれから人口減少というか、職員を採るのも難しいという中で必要な発想なのかなと思いま

す。そういうことによって、いろんなところに、もしかしたら各ほかの部からの応援というのも今後あ

り得るのかもしれませんけれども、相互で融通し合えば、またゼネラリストがつくられるようなところ

にもつながってくるのかなと思いますので。本当に企画部も総務部も何か人数少ないなと思いながら毎

回見ているんですけども、いろんな御事情があるんでしょう。 

 歳出の総点検についてなんですけども、後の質問にもつながってくるんですけども、健全な財政運営

という中で、特に重視している点だとか、今の時点で改善にこれだったらつながりそうだというような

ポイントみたいなのがあれば、教えていただきたいんですけど。 

○財政課長（両角 創さん）  こちら、経常経費の節減というのも大事な点ではあるんですけれども、

効果的な手法に転換を図るところとか、適正事務の観点で、その事業の法的根拠の確認、そういったと

ころも大事かなとは思っております。具体的に今時点でこの事業がどうとかというところはなかなか申

し上げにくいのかなとは思っているんですけれども、昨年、３年間の取組で、今年２年目になるんです

けども、昨年でやった取組の中で幾つか経費の節減が図られたり、事業の手法を転換するものが、図ら

れたものがありますので、そういったところを今年度も見つけていくような作業なのかなと考えていま

す。 

○委員（髙谷真一朗さん）  分かりました。見つけるのは大変なことだと思いますし、１回予算がつ

いたものを削るというのもなかなか大変だということは分かりますけれども、これからさっきの人口の

動態調査でも減っていくという中で、これは本当に必要なことですので、しっかり取り組んでいただけ

ればと思います。 

 あと、次は、デジタル商品券なんですけども、対象店舗が広がったというのがすごくいいことですし、

あれなんですけども、この事業が始まったばっかりで申し訳ないんですが、終わった後の事業検証とい

うのをどのようになさっていくんでしょうか。というのは、やはり大型の店舗ですとかスーパーにこう

いうのが集中しちゃって、本来、目指しているんだろうなという中小零細の店舗に行っていただかなけ

れば地域経済が活性化していかないという面での検証というのはどういうふうにされますか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  御指摘の点については、事業をしっかりと実施報告書をつくって

検証していきたいとは思っております。その中で、ちょっと今回の目的として利用者さんのところの利

便性というところとやっぱり中小の店舗さんのところの活性化というところは２面あるとは思います。

前回の状況を見ると、やはり利用された金額の半分以上がスーパーさんのほうで使われていたというと

ころがございますので、今回もそこが大きく変わるとは思わないんですけども、我々としては、どうい

ったお店で使われたのかというのはログを全部覚えますので、きちっとその辺を検証していって、今後
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につながるような取組にしていきたいと思っております。 

○委員（髙谷真一朗さん）  毎回こういう商品券事業をやるとこの課題というのは出てくるんですよ

ね。できればまちのお団子屋さんだとか、そういった小さいところで使ってもらいたいなという思いは

ありながらも、やはり生活必需品がたくさん置いているスーパーで使われてしまうという、この状況は

いくら検証しても、何か仕組みを変えなければ、商品券、改善していかないのかなという気がするんで

すけども、そういったお考えとかというのはどうでしょう。 

○企画部長（石坂和也さん）  委員も若干触れているように、なかなかここのバランスって難しいん

ですよね。やっぱり商品券といったとき、部署も生活経済課でやっている。そうなると中小企業ってな

ると、じゃあ、生活になかなか使えないんじゃないかって、やはりトレードオフの関係みたいな形にな

って、ここはやっぱりかなり中長期的な課題、なかなか解決が難しい課題なのかなとは思っているとこ

ろでございます。 

 今回、やっぱりデジタル商品券という形で私どもでやっていると、やっぱり生活支援を中心といった

ところに重きを置いているところでございます。ただ、委員おっしゃるように、じゃあ、商店街、商店

会どうするのかというところは、またやっぱり別の切り口というんですかね、そういったところで支援

していくというところが大事なのかなと思っています。 

 地域ポイントのところにつきまして、商店街で、この間、ふれあい朝市でもお買い上げになった方に

対して地域ポイントを発行するということもやっています。 

 そういったいろんな組合せの中でやっぱり中小企業、商工の振興というのをやっていくという必要が

あるのかなということで、なかなか、これから、今課長も申し上げましたが、報告書の中でもそこまで、

どこまで明確にできるか分からないんですが、そういった方向性みたいなところも少し出していきたい

なと思っています。 

○委員（髙谷真一朗さん）  その方向性をぜひよろしくお願いをいたします。 

 それと次に国勢調査の件なんですけども、データを見ると、人口は大体の横ばいで、世帯数は増加し

て、１世帯当たりの人員が1.97まで低下してしまったと。この構造は、急激な人口減少にはならない

までも、やはり将来的には全国的に減っていくわけですから、恐らく三鷹の施策も見直しが必要になっ

てくる場面がいろいろ出てくると思うんですね。例えばインフラの整備ですとか、広く捉えれば、高齢

者、独り暮らしの高齢者の支援ですとか、いろいろとこの文から、この報告から見えてくるものってあ

ると思うんですけども、今の現段階で何か都市の政策の再設計みたいなところが考えられる部分という

のはあるんでしょうか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  今回、速報値ということで、おっしゃっていたような１世帯当た

りの人員、２を切ったような状態なんですけど、例えば単身世帯がどれぐらいでとかって、その構成が

というのは、ちょっと９月の確報値を待って、９月以降の確報値を待ってということにはなるんですけ

ども、国勢調査の数値自体はやはりまちづくりのところで一番土台になるような数値になると思います

ので、そういった確保値出た後のところを詳しく分析しまして、中長期的な計画のほうに反映させてい

くというのは当然やるべきことだとは認識しております。 

○委員（髙谷真一朗さん）  そうなんですけども、そうした中で、昨日なんかも予定納税の返還金が

あったりだとか、どんどんどんどん経済的にもしぼんでいくような状況にある中で、さっきも言ったよ

うな、事業の総点検をして、財政を、規律を高めていくという部分も、この結果から私は見てとれたん



[速報版] 

 －12－ 

ですね。これから本当に人口が減っていく中で、再設計というのが非常に重要で、今までのようにはい

かないんだなと思うんですけども、大体、速報値ですけども、どんな方向性になろうかと思います。 

○企画部長（石坂和也さん）  今、速報値ということで、いわゆる点でお示ししているところなんで

すけど、これまでも基本計画の前に人口推計という形でやっています。前回は令和５年の９月に出して

います。今の予定でいきますと、今年度中には人口推計を出そうかなと思っているんですが、前回のを

ひもとくと、2033年までは微増が続くということでありますので、そういう意味でいくと、これまで

の傾向は踏襲しているのかなとは思っています。ただ、やっぱりコロナ禍があって、どういった人口動

態になっているのかというのは、少しこれからひもときながら長期的な推計は示す必要があるかなと思

っています。 

 そうした中で、やはり委員おっしゃるように持続可能性をどう担保していくのかといったところでい

きますと、そういう意味でいくと、職員の生産性を高めていくというか、一人一人のということになる

と、どうしてもやっぱりＤＸというところがやっぱり１つの起点になるかなとは思っています。やはり

今のＡＩのところも含めまして、今まで職員ができなかったようなところについて効率的にできるとい

うところは、やはり効率的に生かしていくといったようなところで、そういったところで、職員を人間、

職員じゃなくちゃできないようなところ、例えば相談だとか、そういったところに振り向けるというの

はこれまでの方針の中でも申し上げているようなところでございますので、恐らく今後急激に変わると

いうことは考えにくいと思うんですが、ただ変わったときにどう対応するかという、そういった考え方

みたいなところについては、やっぱりＤＸを基軸にしながら備えていく必要があるのかなと思っていま

すので、まずは人口推計をしっかり出していきたいと思います。 

○委員（髙谷真一朗さん）  分かりました。ＤＸとか生成ＡＩの活用というのは大事だと思います。

それについては次の一般質問でさせていただこうと思っていますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  それでは、お願いします。最初に重点政策のところで、本当は全部聞きた

いんだけどね、予算見て、予算見ながらいっぱい思っていたことがあるんですが、しようがないので、

そこまでやり切れないと思うので。１つは海外都市の話ですね。今、７月に行って、ある程度対応する

と、本会議でもありましたけども、やはり私的にはこれ早過ぎるだろうと思います。動かし方がね。７

月に行って、そこで決めてきちゃうの？ 大枠決めてきちゃうわけね。ちょっと早くないというのは、

やっぱりそこである程度話合いをして、それを持ち帰って検討すると。そういう時間が必要じゃないか。

ということと同時に、市民へも伝える。先ほど周知をって、広報だけじゃ駄目です。分かりません。広

報見ている人も少ないですし、そのことで理解できることも少ないです。ちゃんと説明の機会、場所、

そういうことをつくって広めていかないと、市民の皆さんからの機運が醸成されなければうまくいかな

いですよ。だから、そこは時間をちゃんとかける。あちらからのお申出があってからもう約１年になる

みたいなことがあるかもしれませんが、逆に言えば、これから市としてはそれをつくっていくと。もう

１年かけてつくるくらいの、方向性をね、それくらいのことが必要じゃないかと思いますが、今の考え

方をお願いします。 

○企画部調整担当部長（梶田秀和さん）  ７月の訪問において全て決め切るというのは難しいとは思

っております。なので、その後一旦持ち帰ったこと、持ち帰ることもあるでしょうし、それについては

引き続きメールであったり、オンライン会議であったりで先方と詰めていく必要があると思っています。 
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 スケジュール感につきましても、今、９月の議案提出を目指して取り組んでいるところではございま

すが、委員おっしゃられたような市民の情勢だとか、市民の理解とか、市議会の皆さんの理解というの

は不可欠ですので、そこについては、広報の仕方も含めて、検討しながら取り組んでいきたいと思って

いるところでございます。 

 私からは以上です。 

○委員（野村羊子さん）  決めようと思って行くんじゃ駄目ですよ。７月の訪問で決め切るのは難し

いというのは、できれば決め切りたいと聞こえてしまう。そうじゃないですよね。向こうでいろいろ聞

いた話を持ち帰って市民に共有しながら、あるいは議会に共有しながら、本当にどういう、この方向で

いいのかどうかということを決めるということが、その段階が抜けていませんか。 

○企画部長（石坂和也さん）  いろいろさっきの本会議でも、このスピード感、進め方について、積

み上げていくというやり方と、市長のほうからは、ここで大きく姉妹都市という形で議決をいただいた

上で、継続で進めていきたい。これはいろいろ考え方があるだろうなとは思っているところでございま

す。私どもも、やっぱりどういったことが可能なのかどうかというのを、その場で、例えばメールとか、

オンラインもあります。その中で、まず提示して、７月の段階でどこまでが一定程度合意形成ができる

のかというところがまず１つのラインなのかなと思っています。それを次回、また恐らく８月の、正副

委員長とも御相談だと思うんですが、そういった中で、今、こういった提案がありますといったような

ところを状況報告しながら、その次が９月にどうできるのかというようなところがありますので、私ど

もとすると、プロセスを踏みながらも、やはり９月議会の議案提出といったことを視野に入れて、早急

に細部を詰めていくといったところと、やはり市民の皆さんの理解を得ていくというようなところござ

いました。やっぱりＭＩＳＨＯＰが１つの要なのかなと思っていまして、まずはＭＩＳＨＯＰを基軸に

しながらと思いますが、いろいろやはり市民に知らせる、市民の方に御理解いただくということで、い

ろいろやり方があると思いますので、そこについては持ち帰ってきちっと検討したいと思っています。 

○委員（野村羊子さん）  本当に多分、三鷹でやるならＭＩＳＨＯＰさんを中心に何とかしなくちゃ

いけないとは思いますし、そういう意味では、ＭＩＳＨＯＰの人たち、ＭＩＳＨＯＰに関わっている人

たち自体がまずは理解しなくちゃ始まらないし、そこからさらに広げていくというふうなことも必要だ

しということで、私はとにかく９月に議決というのがいきなり出てきて、早過ぎるというふうなことは

言っておきたいと思います。 

 次に、ホームページのリニューアルですね。先ほど来ありました。何を移行して、しないのかという

ふうなページの構成というか、前に視察でいろいろお話伺ったときに、やっぱり何千何万ページのうち

の何割を削って何とかするんだみたいなお話を伺って、そうだよねと。時代によって必要、必要じゃな

い、あるいは、ツリー上にどうなって、どうつながっているのかとか、どこにリンクを飛ぶのかという

ふうな、その構造が、今、スマホで見ている人たちの対応の仕方と、パソコンがようやく使い始めた人

たちのときのやり方と全然違っていると思うんですね。その辺りも今もちろん今の事業者さんだからち

ゃんと対応していると思いますが、例えば、新たなページをつくっているというのと、今までのページ

をそのまま移行するという、あるいは、今までのページのうちでなくするとかいうふうな、全体の構成

としてはどれくらいの感じ、割合で動いているって、何となくそれで、どれだけ刷新しようとしている

のかなって見えるんじゃないかって今思って聞いているんだけど、どんな割合でこれ動くような感じで

すか。 
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○広報メディア課長（中塚 大さん）  現行、今のホームページの総ページ数はおよそ３万ページ程

度ということで試算されています。そこから新サイトに移行するのは、およそ１万ページ程度を想定し

ています。この数のどういったページが移行しないという方向になっていくかというところですけども、

今のページ、携帯電話用のサイト、携帯サイトがあります。あと、そこがかなり数としては多いという

ことになります。また、内容が重複するページであったり、相当程度前の既に完了している事業であっ

たり、かなり過去の報告書類とかというものを、それを残していくか。一定程度の年数、保存年数とか

を考えた上で、適正な保存年数を合わせて、それより古いものについてはホームページ上からは次のペ

ージには移行しないとか、そういったことを考えているというところです。 

○委員（野村羊子さん）  新たにつくるページというのもありますか。それも教えてください。 

○広報メディア課長（中塚 大さん）  新サイトで新たにつくるページというところで、大きいとこ

ろでいうと、市外在住者向けのいわゆる観光サイトを制作するということを進めています。そのほか特

設サイトとして、みたかきっずナビで子育て関係の特設サイト、こちらを三鷹市ホームページ内のほう

に統合する形で新たにつくっていくということで進めています。 

○委員（野村羊子さん）  子育て関係は特に検索かけたときにどうするんだ、これってなるんですよ

ね。スムーズに移行して、どういう保育園、幼稚園があって、今どんなことなのか、申し込むにはどう

するんだみたいな、そういうような情報がスムーズに入ってくるといいなと思いますし、観光サイトは、

都市観光協会とどう連携するのかという辺りは、この前見に行ったところではやっぱり観光は観光協会

に投げて、そっちへリンクで飛ぶみたいな形をたしか取っていたと思うので、いろんなやり方。ページ

の量にもよるじゃないですか、全体のデータ量というかな、にもなるので、その辺りのすみ分けと同時

に、リンクの張り方とか、導入というか、誘導か、誘導の仕方とかっていろいろあると思うので、やっ

ぱりページ立て、特にページの中身が、事業の説明というのが回りくどいことが多いんですよね。パブ

コメも、パブコメのページに行ったら、まずパブコメが何ぞやから始まっちゃうんですよ。ずっと下ま

で行かないと今やっているページに、今やっている事業にたどり着かない。それじゃもう、このページ

違ったと思って諦めちゃうんですよ。というようなページの構成の在り方というのは、あれはどうにか

してほしいなと私はいつも思うんだけど、そういうような、それが一事が万事だと思っているんです。

何か調べようと思ったら、それの制度の説明に行っちゃって、本当に今何やっているかが分からないみ

たいな、その辺りの構成というのはもう一回ちょっと見直してほしいんですけど、どうでしょうか。 

○広報メディア課長（中塚 大さん）  そうですね。パブリックコメントのページの構成というとこ

ろでは、いただいた御意見を参考にちょっと今後内容のやり方というのは考えていきたいと思っていま

す。 

 それぞれ事業の紹介のページというのは、やはり各課のほうで事業の内容を詳しくつまびらかにした

いというところで思いがあってつくっているページだとは思います。その中でどれだけ分かりやすい説

明にしていくかというのは一つテクニックの部分で必要だと思います。そこは広報主任の連絡会議など

で研修などをしていったりということもありますし、あと、今、生成ＡＩを活用できるという、活用で

きる検索サービスがたくさんありますので、そういったところで、ページの概要、要約をつかむという

ことは各ユーザーができるようになっていますし、あとこれから市のホームページに導入を予定してい

ます生成ＡＩを活用したサイト内検索、こちらも検索した内容が結果が概要文として表示されるという

機能を実装することを想定しています。ので、調べたいことがまず概要分で概略がつかめて、さらに詳



[速報版] 

 －15－ 

細を調べたい方は個別のページに行ってより詳しく調べることができる。そういった動線ができること

を今期待して事業者と調整を進めているところです。 

○委員（野村羊子さん）  そうなんですよね。だから、利用する人の目線に立って、その声をちゃん

と聞いて、今のパブコメの話なんかも、本当にあそこに行っちゃうと、そこで諦めるんですよ、皆さん。

今やっているパブコメにまず当たって、制度の概要説明は下のほうとか、別にリンク張っていていいの

で、トップページから、パブコメっていったら、今やっているものがまず目に入るくらいにしてほしい

なと。単に順番変えるだけでいいわけだけど、それはね、でも、そういう発想。ここで飛んできた人は

何を期待して来るのかというふうなところの発想が重要なので、そこの意見をどうやって集約するか。

使っている市民のお声を、このアンケートどうですかなんてあるけど、やっぱり書かないで、もういい

やってなっちゃうから、その辺りの実際に使っている人が何を求めてこのページ検索してきているのか

という、そこが当たるようなことをやっぱりちゃんと考えていかないと、今後もやっぱり分からないと

いう声になっちゃうかなとちょっと心配なので、もうちょっとその辺りの調査というか、アンケートと

いうか、見ていただければと思います。お願いします。私も期待はしているんですけどね。もうちょっ

と何とかなろうよというところです。 

 次行きます。地域ポイントの話については、毎回毎回言っているので、言っているんですが、ボラン

ティアであるということとポイントをどうにかするということが、やっぱり私は問題、今回一般質問で

もあったかな、問題だなと思っている部分があって、だから、アプリ内で今回の地域ポイントと商品券

は分けて管理しているけど、地域ポイントを商品券と一緒に使えますよというふうな在り方というのは、

やっぱり使い方としてどうなのかなというのは思います。だからこそ、店としては、私も店をやってい

るので、日常的にぽつぽつ来られても面倒くさいだけでしかない。変な言い方ですけどね。だから、商

品券事業をこの期間だけは対応しますけど、それ以外はちょっとパスさせてくださいってなるよねとい

う。来るかどうか分からないんだもん、日常的にね、地域ポイントなんていうのは。それは単にＱＲコ

ード置いとけばいいということだけではなくて、決済のために、ポチでもいいけど、作業をして、それ

がまた後から振り込まれるというね。たとえ1,000円であってもね。やっぱりほかと違うタイミングで

決済がされるんですよ。という面倒くささってやっぱりあるわけ。地域ポイント事業の、デジタル商品

券事業の間は一定量使うから、これはいろいろ工夫してくださって、振替手数料なくなったし、２週間

に一遍くらい入ってくるから、まだやりくりはしやすいんですけどね。でも、たかだか1,000円のため

に、作業をまた一手間、二手間かけて、ちゃんと入ったかどうかチェックしてみたいなね、そういう意

味では、日常のポイント事業として今本当に使われてないし、店としても対応面倒くさいだけでしかな

い。という辺りをどういうふうに考えていくのか。本当にこれを今回、商品券、違うな、商店会のポイ

ントとして使うというふうな話になってくると、これ本当に全然別物になりますね。ボランティアのも

のではなくて、経済のためのもの、位置づけが全く変わってくると思うんですよ。商店街でポイント事

業って昔どこでもやっていました。あちこちやっていました。中央通りでもやっていました。独自の。

カードを作ったり何なりいろいろやって、商品券。今、それが物すごい大変なので、ほとんどやらなく

なって、どこもやらない。それを逆に市が代わりに地域ポイントで、地域経済活性化で商店街の活性化

だと位置づけるのなら、それはボランティアとはまた別の別の事業としてきちっと位置づけてやらない

とおかしなことになると思います。そこのところ、商品券、商店街として地域ポイントを使うというと

いうことは、ボランティアポイントとは全く違うんだという位置づけだということをきちっと確認して
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ほしいですが、いかがでしょうか。 

○企画部長（石坂和也さん）  この地域ポイント事業の制度設計といったところになったときに、委

員もちょっとありましたけど、2000年代当初というのは地域通貨ブームというのがあったわけですね。

それがやっぱり一旦衰退したといったところがあります。そうしたところからすると、やはり当初とい

うのは、例えば商店街での閉じた世界といったところと、例えばボランティア同士の相互扶助の仕組み

というところはボランティアポイントの仕組みになったところでございます。ただやっぱり相互扶助の

仕組みでいくと、ある特定の人に偏ってしまう。例えば商店街だけだと、そこだけに限定されてしまう

ということで、なかなか広がっていかないというところが課題だったというのが私たちの制度設計の前

提です。 

 そうした中で、そういったボランティアの部分と商業の部分というのを組み合わせることになって広

がるんじゃないかといったところが今回の私たちの地域ポイント事業の肝になっているところでござい

ます。 

 ただ、これをちゃんと、本来の目的というのを見失うと、ややもすると、商業振興、決済、コード決

済のような形になりますので、今回の地域ポイントの方針の改正の中では、本来の趣旨、コミュニティ

の活性化に資するといったようなところ、さらに商店側でも、商店と協力しながら地域を盛り立ててい

くといったようなところを今回基軸として打ち出したところなので、まずはそういった目的の中でどう

できるかというところをきちっと私たちもやっていきたいと思いますし、評価の仕組みの中でそういっ

た途中経過についても皆さんと公表して、皆さんの意見を反映しながら、それについては盛り立ててい

きたいと考えています。 

○委員（野村羊子さん）  たしか新潟市がやっぱり健康、福祉、そういうところでポイントを付与し

て、商店街で使えるようにした。だけど、やっぱりそれももう終わっています。つまり、やっぱり続か

ないんですよ、それだけではね。デジタル商品券事業と組み合わせることで今広げようとしていますけ

ども、やっぱり期間限定の対応ではやっぱり広がらないし、やっぱりもう一回やっぱり制度設計そのも

のを見直すべきじゃないかということを言っておきます。 

 ペーパーレス可ですけども、いつもいつも言っているけど、文書の保存、先ほどもホームページで古

いものは、保存期間過ぎたものは消すって言いましたけど、アーカイブとして残っている、検索できる

というふうなことの重要性もあると思うんですよ。それはそれで別に倉庫、クラウドを置いておくみた

いなことになるのかもしれないけども、ペーパーレスにしたときの文書の保存の在り方、公開の在り方

ということが、どこまでまた、今少し話が進んでいるのかどうか分かりませんが、ちょっとその辺り、

もう一回確認したいと思います。 

○情報推進課長（佐々木健さん）  確かにペーパーレス化の進展に伴って、今後、デジタルデータ、

電子データが長期保存をするといったことは増えてくるかなと思っておりまして、今、国のガイドライ

ンでも、例えばＰＤＦの規格、国際標準規格に準拠した形での保存形式での保存ということをガイドラ

インラインで示されているものもございますので、基本的にはそういったものを参考にしながら、将来

にわたって確実に閲覧できるような状態に、運用に努めてまいりたいと思っております。 

○委員（野村羊子さん）  本当に保存がし切れるのかどうかとか、今までと同様に活用ができるのか

どうかとか、何が公文書かというのも含め、この前の決裁しているかどうかすら分からない、書類が残

ってないみたいな話というのはやっぱり非常に問題だし、データないですって終わっちゃうのかという



[速報版] 

 －17－ 

と、やっぱり問題じゃないかと思うんですよ。そういう意味では、継続性と過去何があったかというこ

とのデータの保存というのは、例えばアメリカなんかだとマイクロフィルムという形で、過去の新聞を

ずっと置いてあるとか、それを図書館で見ることができる、市民がね、みたいな、そういう活用、市民

が活用できやすい保存、それが活用できるように図書館でちゃんと仕組みを置いてあるわけですよ。そ

ういうことも含めて、単に市が置いてあるというだけじゃなくて、市民に公開できるような文書の在り

方。紙だとぺらぺらめくれば一応分かるわけだけど、そうじゃない状況で置かれるわけだから、機械が

なければ見えなくなる、アクセスできなくなるわけだから、その辺の市民のアクセスのしやすさという

のを含めた保存の在り方。何が公文書であって、手元に置いてあるメモはそうじゃないということでは、

本来違うんだからね。課で、係で共有したものは全部公文書なんだからちゃんと保存しなくちゃいけな

いということも含めて、保存の在り方の再検討というのをもう一回ちょっとお願いします。 

○情報推進課長（佐々木健さん）  今委員おっしゃるような組織共用性といいますか、組織で共有し

ている文書というのは基本的には行政文書で、情報公開請求があったときには、公開できる形で出すと

いったものでございますので、今後、紙ではなくて、デジタルデータになったときに、対市民に対して

の公開方法をどうしていくかというところは一定程度検討していく必要があるかなと思いますけれども、

今現時点でのところでいうと、紙での公開ということになりますので、そこは引き続きというところか

と思うんですけれども、今後の課題として、どういった形で市民公開をしていくのかということについ

ては引き続き検討してまいりたいと思います。 

○委員（野村羊子さん）  分かりました。そこはお願いします。 

 デジタル商品券事業、さっきもちょっと触れていますが、先ほど言われたように、やはり市内産業育

成なのか、利用者、生活者支援かというところの在り方で、ずっとこれもこの間、毎回毎回やっている

と思います、この話はね。同じような話が繰り返されている。自治体によっては、だから半分は地元商

店でしか使えませんという切り分けをしている。そういうことはやっぱり三鷹としては考えないのかと

いうのをもう一回確認します。 

○企画部長（石坂和也さん）  考えないというか、今回については考えなかったというのが正解なん

ですけど、ただ、この商品券事業についてどういったやり方がいいのかといったところで、今回の一般

質問でもいろんな各議員からも、委員からもありましたが、やはり使えない人がいるというところにど

うリーチしていくのかというところになりますので、そこについては、地元の商店となると、また生活

環境部との連携というところもありますので、そこを意見交換しながら、いざ交付金が出たときにどう

するかというよりも、むしろその手前の中で、じゃあ、この商品券事業ってどういう可能性があるのか。

恐らく調布市の事例だと思うんですが、調布市でもそういった地元の商店で使えるとところと、Ａ券、

Ｂ券みたいに分けているというのも承知をしていますので、少しまず内部での議論をまず深めて、方向

性については定めた上で、その都度その都度、どういったやり方がいいのかというのを判断していくと

いうのが今の考え方です。 

○委員（野村羊子さん）  デジタル商品券事業、むらさきから含めて、これで１、２、３、４、５、

６、７、８回目ぐらいと思うんです、私が議員になってから。なる前からあったっけ。まあ、いいや。

その間にずっとこれ同じ議論になりつつも、やはりそこは何もしない、一律に、できればスーパー等に

たくさん入っていただいて使いやすくするという方向でずっと来ていたんですよ。来ていましたよ、そ

れは、報告書見てもね。一番最初のときに、最初、すいませんね、15年以上前に私が審議会の委員だ
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ったときに、いや、地元で使うほうが５割を超えてたんですよってうれしそうに報告いただいた記憶が

あって、そのときからそれがやっぱり課題だったんですよ。いかに地元で使ってもらえるか。でも、市

民の皆さんはやっぱり大型店で買われる。そのほうが楽だし、使い勝手がいいしというところでね。そ

の課題というのが、だから今、その都度その都度と言ったけど、いやいや、そうじゃない方向をずっと

選んできたんだということを自覚の上で今後どうするかを考えてほしいと思いますが、どうでしょう。 

○企画部長（石坂和也さん）  過去においてそういったむらさき商品券といったところで、そういう

意味で、所管も生活経済課でずっとこの間やってきたというところございます。ただ、その中でやっぱ

り一定の限界があるということで、生活支援ということの切り口の中でデジタル商品券は今こういった

形になっているといったところでございます。 

 なかなか、これからの議論にはなると思うんですが、そうした中で先ほどの髙谷議員からもありまし

たが、では、地元の商店に特化するような形で果たして売れ切れるのか。そこは皆さんに御購入いただ

けるのかというところについては、今の段階でいくと若干疑問が残るところではございます。 

 ですので、そこについては、やはり生活支援の位置づけというところと生活経済、商工振興という位

置づけを、もう一度見詰め直す中で、であれば、じゃあ、切り分けて考えるのかというところについて、

やはり一定の整理は必要なのかなと思っていますので、これからの議論を少し慎重にやりながら、一定

の方向性みたいなところについては出す必要はあるのかなと考えています。 

○委員（野村羊子さん）  結局、でも、プレミアム分、税金だから、税を何に使うかという議論だと

いうことを忘れずにやっていただきたい。購入していただけるかどうかって問題はもちろんあるにして

も、そこは、地域ポイントもそうですけど、税金を皆さんにお配りしている、それをお使いいただいて

いるという、税を何に使うのかということを忘れずに議論していただきたいと思います。 

 国勢調査はまだポイントだということなので、人口横ばいになったんですねって。でも横ばいで、

2030年まであと３年、４年このまま続くという中で、本当に小中学校の学校施設とその他の公共施設

の在り方、30年後を目指してどうするのかって、先ほど人口減少下の中でどうするのかというのは、

ここからどこまで見えるのかということになりますよね。全国的な動向の中で市がどうあるか、都内で

どうあるかということも含めて見ていかなくちゃいけないという意味では、本当にまだこのピンポイン

トの速報値では何とも言えないと思いますが、しっかり見据えてチェックをしていくということが大事

かなと。その辺あたり、もう一回考え方をお願いできればと思います。 

○企画部長（石坂和也さん）  私どもとすると、これまでの人口推計に一定程度かなった内容なのか

なという、沿った内容なのかと思うんですが、ただ、やっぱりショックを受け止めているのは、東京都

でいくと、初めて市部において人口が減少したといったところになると、恐らく東京都については横ば

い、もしくは増えていくんじゃないかというところがやっぱり一定程度顕在化しつつあるなというのは、

やはり私どももきちっと厳密に受け止めていかなくちゃいけないのかなというところで、その一方で、

区部は物すごい勢いで増えているというところなんです。やはり三多摩格差みたいな影響というのがこ

こに出ているんじゃないかなといったところはあります。 

 いずれにしろ、そういった動向を踏まえた中で、先ほど2033年がピークなんですが、そういったと

ころのピークが、前になるのか、後ろになるのかというところも含めまして、きちっとお示しした上で、

これまでの公共施設でいくと、建て替えに合わせてやっぱり複合化、融合化みたいなところの方針を出

しているところでございます。そうしたところ、恐らくそういった方向は変わらないのではなかろうか
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なとは思うんですが、いずれにしろ、市政運営の基礎となるのがやはり人口推計だとは認識しています

ので、適時適切なタイミングで、議会の皆様、市民の皆様に状況をお示ししながら、まちづくりを進め

ていきたいと考えています。 

○委員（野村羊子さん）  区部との違いね、大きいと思います。その辺りも含めてまたちゃんとした

数字を見せていただきながら議論ができればと思います。ありがとうございます。 

○委員（大城美幸さん）  最初に各部の報告のところで、私も平和のラ・カニャーダの点で、施政方

針では、市職員による視察を実施し、相互理解を深めていくための交流事業について検討を進めるとあ

るのが、この間の答弁でいきなりかじを切りましたって、相手の熱意に押されてかじを切って、ここに

はもう既に９月議会、市長も答弁していましたが、議案提出。それはあまりにも拙速ではないか。今ま

で質疑で出されたように、市民への説明、そして市民に私たち議員が説明する上でも、その中身があま

りにもないんじゃないかと思うので、９月は早過ぎると思いますが、いかがでしょうか。 

○企画部調整担当部長（梶田秀和さん）  施政方針のほうには、９月議会ということも記載まではし

ておりません。確かに予算を、視察のための予算を計上させていただいて、年度末から４月、５月にか

けて先方ともオンライン会議も行いました。そうした経過の中で、少しスケジュール感というのを考え

ていこうということで、今、先方との、これは先方があることですので、もちろん合意だとか、そうい

うことはまだ見えないところですが、ひとつ、様々な条件が整えば、９月の議案提出も可能であろうと

いうことで今ちょっとお示ししているところでございます。 

 ただ、並行して、おっしゃられたように、市民の皆様への御理解というのはまだ足りてないと思って

おりますので、並行して、先ほども少し申しましたが、周知からまず始めることになると思いますけど

も、お知らせをしながら、また三鷹国際交流協会とも連携しながら、御理解を得られるような取組を併

せて行っていきたいと考えているところです。 

 私からは以上です。 

○委員（大城美幸さん）  整えばって、今、９月の提案という御答弁ですが、どういう条件が整えば

９月に出すという、そういう基準というか、整える中身って、そちらがありますか。 

○企画部調整担当部長（梶田秀和さん）  海外都市との姉妹都市提携というのは今回が初めてになり

ますので、それに当たって明確な基準というのを定めているわけではございませんが、基本的には、こ

れは先方とのお話合いが必要ですので、まずはスタートのところでどういったことで始めるか。長期的

にこういうことをやるんだというところまで、なかなかそれは決め切れないところもあると思います。

これまでの国内との姉妹都市との関係でも、ある程度基本的などういった交流をしていくかですとか、

役割分担や費用負担をどうするか、またお互いにとってちゃんとメリットがあるかとか、そういったと

ころを双方確認しながら、まず自治体レベルである程度基本的な方向性を進めて、その後、市民レベル

の交流につなげていったということもございますので、今回、海外都市との関係ですので、少しやっぱ

り市民レベルに完全に落とし込むというのは少し時間を要するかもしれませんが、基本的には市民レベ

ルでの交流につながるものだということを確認した上で、提携の話を考えていきたいと思っているとこ

ろです。 

○委員（大城美幸さん）  国内の友好都市で、たつの市。矢吹とは結構行き来をしています。毎年の

交流もあります。でも、たつの、遠野とかは、遠いからないですよね。あんまり友好都市としての交流

とか、肩書、名前だけみたいな、そのこと、そこともちゃんとできてないのに、だって今オンラインが
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あるんだから、オンラインでそこの児童といろいろ交流することとかやろうと思えばできるはずなのに、

そこともできてないのに、もっと遠い海外のところにすごいお金をかけてやることが、市民にやはり理

解して、いいねって思えるような内容じゃないと私は駄目だと思うんですよ。そういう意味でも、今い

ろいろおっしゃったけど、９月議会までにそういうことが整うとはとても思えないんです。なので、こ

れはあくまで意見にしておきます。お答えを求めても難しいと思うので、９月議会は拙速だと思ってい

ます。ちゃんと市民と議会にきちんと説明し、納得いくようなものを議案としては提案してほしいと思

います。 

 最後、１つだけ質問します。人口のほうはよくて、デジタル商品券です。530店舗、前回よりは増え

ています。先ほどの説明で、努力されて、ドラッグストアとかいろいろ増やしたということですが、業

種として幅広いものになったのか、お伺いします。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  全体として、前回やったときは445店舗でしたので、530店舗で

上がっています。構成的にはそんなに変わってないんですが、比較的満遍なく店舗数は上がっていると

いうような状況になっております。 

○委員（大城美幸さん）  地域的なバランスとかも取れているのかということと、あと、高齢者等と

か、スマホ教室とか、いろいろなさっているんですが、お子さんを含めた申込みが増えているというこ

とは、若い人がお子さんの分もということになっていると思うんですが、スマートフォンの教室とか、

そういうのを受けた人、あと、ここで、店舗の人にも、５店舗６人が参加したってありましたが、講習

を受けた人、店舗がここに関わったということの数値は分かりますか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  １つ目の地域のバランスなんですけれども、やはりちょっとこれ

店舗ありきの話になってしまうので、やはり下連雀地域とかというのがちょっと突出して多いというよ

うなことになっています。なので、ちょっともともと店舗が少ないところというのは、なかなか店舗的

には、例えば中原とか大沢地区というのはちょっと少ないというような構成になっております。 

 説明会に参加した店舗が参加したかというのは、参加いただいた５店舗は全て参加いただいていると

いう状況になります。 

○委員（大城美幸さん）  スマートフォンの教室とか、受けた高齢者とかが申込みをされたかどうか

というのは分かりますか。 

○企画経営課長（山口和昭さん）  サポート窓口にいらっしゃった方というのは、基本的にその場で

申請のお手伝いをしておりますので、ほぼ全ての方に申し込んでいただいているという認識ではありま

す。 

 携帯電話会社さんのほうのサポートを受けていらっしゃった方は、ちょっとこちらのほうで追えてい

ないので、ちょっと分からないんですけども、サポート窓口についてはそういったような状況になりま

す。 

○委員長（加藤こうじさん）  よろしいですか。 

 以上で企画部報告を終了いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  市民部報告、本件を議題といたします。 

 本件に対する市民部の説明を求めます。 



[速報版] 

 －21－ 

○市民部長（金木 恵さん）  それでは、市民部からの行政報告は１件、令和８年度の方針と重点事

業について御説明を申し上げます。事前に配付をされております冊子の４ページをお開きください。 

 まず、１の経営資源でございますけれども、市民部は、(1)に記載のとおり、５つの課で構成されて

おりまして、(2)の職員数、(3)の予算規模は記載のとおりとなってございます。 

 なお、参考といたしまして、職員数の男女比になりますけれども、正規職員は男性が69人、女性が

60人、合計で129人、月額は男性が14人、女性が44人、合計で58人となっております。 

 続きまして、２の方針を御覧ください。昨年に引き続きまして、市民部は市役所の顔としての役割を

担う自覚と誇りを持って、市民も職員も幸せになれる窓口の実現を目指して、市民の利便性や満足度の

向上だけではなく、働く職員の業務の平準化を図ってまいります。これらの取組を通して、引き続き適

切な事務執行に努めてまいります。 

 方針については以上になります。 

 続きまして、３の重点管理事業でございます。こちら、総務委員会での御報告はまる１とまる４の２

事業になります。 

 それでは、担当の部長から個別について詳細、御説明申し上げます。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  私からは重点事業の御説明をさせていただきます。１番目

は、重点事業の１、迷わない窓口サービスの推進になります。７月に設置を予定しておりますリアルタ

イム字幕・翻訳ディスプレイにつきまして、現在調達に向けた契約等の準備を進めているところでござ

います。このリアルタイム字幕・翻訳ディスプレイにつきましては、外国籍の方や耳の聞こえづらい方

も安心して手続できるように、多言語の会話をリアルタイムで翻訳し、字幕表示するものとなります。 

 本庁の市民課窓口のほか、保険課、２階の市政総合窓口、それと外部で駅前市政窓口とマイナンバー

カードセンター、この計５か所にそれぞれ１台ずつ、計５台設置する予定となっております。 

 また、10月には、市役所本庁舎正面入り口の床面に案内表示を投影するサイン表示プロジェクタ、

こちらを設置するとともに、１階の市民課の前にあります窓口受付用の発券機の場所、こちら、今ちょ

っと若干奥まったとこにあるものを場所を移動させて分かりやすい位置に変更する。初めて市役所に来

庁された方が迷うことなく、目的の窓口にたどり着くことができるような環境の整備を行ってまいりま

す。 

 ２番目が、重点事業の４、行かない窓口サービスの推進です。市民部におきましては、令和５年12

月から市民課で、翌令和６年の12月からは税３課で、諸証明の郵送請求の際、クレジットカード決済

の利用を開始しまして、料金を郵便局の定額小為替、これを買いに行かなくて済む環境を整えてまいり

ました。 

 今年度はさらにこの取組を進めまして、法人を対象としますが、申請書を郵送ではなくオンライン申

請できる仕組みを構築いたします。具体的には、住民票の郵送請求、こちらになりますが、こちらの大

部分、金融機関と債権回収会社からの請求であることを踏まえまして、あらかじめオンライン請求のプ

ラットフォームに参加している債権会社、回収会社等の法人からの住民票郵送請求につきましては、Ｌ

ＧＷＡＮ回線の使用によりまして、セキュリティーを確保した上で、オンラインで手続を完結させるサ

ービスを導入いたします。 

 現在、９月からの利用開始に向けて準備を進めているところでございます。 

 説明は以上となります。 
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○委員長（加藤こうじさん）  市民部の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

○委員（吉野けんさくさん）  よろしくお願いします。書かない窓口、行かない窓口についてお伺い

します。今後の何か取り入れる、これから取り入れるとか、マイナンバーを利用したりだとか、そうい

ったのというのは今検討されたりしているんでしょうか。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  今現在、次のシステム的な活用については、今の法人の郵

送請求のものになり、検討しているところでございまして、マイナンバー、具体的に活用したものとか

というのは今の段階ではまだ検討しておりません。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。いろいろ取り入れている自治体さんあるので、どんど

んマイナンバーカード等を利用していただいて、便利な利用させていただきたいなと思います。 

 終わります。 

○委員（山田さとみさん）  よろしくお願いします。迷わない窓口サービスの推進で、リアルタイム

翻訳ディスプレイの設置、外国籍の方とか耳が聞こえづらい方に対する対応としてとても必要なものだ

と思います。５か所に設置ということだったんですけれども、やっぱりほかの窓口でも必要になること

があるんじゃないかなと思っていまして、その場合は、例えば子育ての窓口にはないのかな。例えば、

このディスプレイがない窓口に用事がある対象の方に対しては、職員が窓口に、ディスプレイがある窓

口に行って対応をしたり、柔軟に対応していただけたりするのかについてお伺いします。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  今回は、先ほど御説明しました５か所の窓口ということで

導入をするところですが、こちらにつきまして、効果の検証等も行いながら、今後、拡充ということも

考えられるのかなと思っています。 

 それと今回のディスプレイ自体が、電源と、仕組みとして、電源とそれに付随するマイク、それと携

帯、スマートフォン、こちらで運用ができるというものになっています。大きさも。 

○委員長（加藤こうじさん）  写真を見せていただけると分かりやすい。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  これぐらいなんですけども、いわゆる窓口のカウンターの

上でお互いの間に置いて表示ができるというものですし、先ほど御説明したとおり、ちょっと持ち運び

等も場合によってはできるものですので、ニーズがあればそういった対応もできるかなと考えています。 

○委員（山田さとみさん）  じゃあ、職員がある、ディスプレイがあるところに移動しなくても、こ

の方必要だからということで、次の窓口を御案内した場合に持っていくことができるみたいなオペレー

ションも考えていらっしゃるんでしょうか。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  今現在はまだ導入もしておりませんし、効果の検証等もし

ていませんし、具体的な今の他部署での利用、共通備品のような形で利用というのはちょっと今想定は

してないところですけども、それとあと、事前に専門用語、窓口の専門用語の単語登録等をして運用す

ることになっておりますので、常にほかのところで柔軟に使えるかというところでいくと、少し課題は

あるのかなと考えております。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。すぐにほかの窓口での対応は難しいということは理解で

きましたけれども、持ち運びもできるし、効果検証して、ほかの窓口に広げるという可能性もあるとい

うことを念頭に置きながら、今後について考えているということですね。 

 サイン表示プロジェクタの設置についてお伺いします。これはサイン表示って、普通に看板でも情報
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って掲示できるけれども、プロジェクタである必要性、例えば動くとか、光っているから視認性が高い

とか、プロジェクタである必要性についてお伺いしたいのと。 

○委員長（加藤こうじさん）  それも見せて。 

○委員（山田さとみさん）  プロジェクタである必要性についてお伺いします。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  サイン表示ですけども、今回、導入を検討しているのが、

床面にプロジェクタで表示をするものとなります。いわゆる今までのサイン表示ですと、一定の高さの

ところで、限られた壁面とかに固定した内容で表示するというものになりますけども、こちらになりま

すと、床を新たに加工しなくても表示ができる。特に高齢者の方など、なかなか視線が上がりづらい場

合でも、視認がしやすいと。 

 それと、プロジェクタで表示になりまして、一定の時間ごとに内容を、表示を切り替えたりとかとい

うことができるという点では、表示内容も固定されないというところはメリットかなと考えております。 

○委員（山田さとみさん）  来庁される方のニーズを読み取って、必要に応じてサインを変えていく

という感じなんですかね。あとは繁忙期とかもあると思うので、その時々に応じて必要な窓口案内、ニ

ーズの高いものを優先して御案内をしたりとか、そういうことも考えていらっしゃるんですかね。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  現段階では、具体的なパターン、あまり逆に多くすると、

必要な方がある意味目に触れるタイミングを失ってしまう可能性もありますので、基本的には市民課の

窓口の特に一番最初の手続というか、動作としてやっていただかなきゃいけない発券機のところにたど

り着いていただくというのをスムーズに御案内をしたいと思っています。 

 それと同じ１階のフロアの中でも、高齢者等で福祉総合窓口、若干本庁舎入り口入った後、奥まった

ところですけども、そういったところ、お客様のニーズで頻度が高いところにまず御案内するというと

ころで、今、この２つのパターン想定してやっているところでございます。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。ありがとうございます。 

 次に、行かない窓口サービスの推進ということで、ＬＧＷＡＮ回線を使って、登録されている方に対

して、安全性に配慮して、オンライン申請、便利に使っていただけるようにスムーズに使っていただけ

るようにするというのはすごくいいことだと思うんですけれども、新規に新しい方が使いやすい仕組み

というか、そういうのには配慮されていたりするんでしょうか。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  今回、導入を検討しておりますサービスにつきましては、

主に金融機関の債権回収業務をされている方で、そういった方が住民票請求、非常に多くされるんです

けども、そういった方々がプラットフォームに入っていただいて初めて使っていただけるというものに

なります。そういう点では、個人の方とか、市民の方とかという想定ではなくて、法人の方の一定の業

種限られた方というところにはなっております。 

○委員（髙谷真一朗さん）  お願いします。サインリアルタイム字幕じゃないや、サイン表示プロジ

ェクタのほうなんですけど、去年の10月31日から11月７日までの間、実証実験というのをやられてい

ますよね。設置後の反応については、思っていたよりも明るく表示されて見やすいといった好意的な御

意見をいただいておりますとホームページに書いてあるんですけど、これを言ったのは市の職員ですか、

それとも市民ですか。 

○市民部長（金木 恵さん）  実証事件当時見ていましたので、私のほうから。これは市民の方から

も職員の方からも両方お声がありました。割と皆さん目ざとく見つけてくださって、職員だとお昼休み
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に外に出るときに何か光っているというような形で反応される方も多かったですし、市民の方も、ここ

に書いてあるのねという感じで見てくださる方は多くいらっしゃいました。短い期間の実証実験でした

けれども、反応としてはかなり感触は高かったと認識しています。 

○委員（髙谷真一朗さん）  観察した限りでは多くのお客様が床面の誘導サインを自然に確認しなが

ら進められている様子が見受けられましたと書いてありますので、それなりの効果があるのかなと。こ

れ画像で見ているからあれなんだけど、恐らくこれぐらい明るいんでしょうね、大分。なので、動線を

示すという意味では有用なのかなと思いました。 

 それと次に、リアルタイム字幕、ディスプレイなんですけど、私も今山田さんと同じように、もうち

ょっと使える窓口もあるんじゃないのかなと思っています。港区で導入されているんですよね。港区と

同じようなものだと思うんですけども、やはりこういうのがあれば本当に多言語で、今までスマホでや

っていたのが、じゃなくて、ディスプレイでというのは本当スムーズに物事が進むんじゃないかなと思

うんですけれども、例えば、これからやって広げていくんでしょうけども、国際交流協会、あそこはし

ゃべれる人いるから要らないのかもしれませんけど、例えば国際交流フェスティバルに持ってくだとか、

あるいは観光協会なんかにも導入の拡大の可能性というのはあると思うんですけども、その辺もちょっ

と御考慮いただければと思います。 

 それで、先ほどスマートフォンっておっしゃいましたけども、この仕様がｉＰｈｏｎｅかｉＰａｄと

なっているんですけども、これは役所でそろえるんですか。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  この機器の配備に当たって必要な機材となりますので、ｉ

Ｐｈｏｎｅのほうを調達予定となっております。 

○委員（髙谷真一朗さん）  各ディスプレイに１台ずつｉＰｈｏｎｅ、それだけでも結構お金かかっ

ちゃいますよね。どうなんですか、ｉＰｈｏｎｅって今高いんじゃないの。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  いわゆる月額使用料を払う形での調達ということで。 

○委員長（加藤こうじさん）  リースみたいな、レンタル。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  いわゆる個人が携帯電話を使用するときの電話会社さんに

払うのと同じようなやり方で、リースですかね。リースで通信料込みでお借りするというものになりま

す。 

○委員長（加藤こうじさん）  それも全体的に調達の話だから言えないんだよね。これから調達なの

で、お金が。 

○委員（髙谷真一朗さん）  分かりました。いずれにしても可能性がすごく広がるものだなと思いま

すので、導入、機械もの、私も好きですので、楽しみにします。 

○委員（野村羊子さん）  行かないほうは法人向けのことということで、個人向けにはキャッシュレ

ス、クレジット対応ができているから、次は法人で。ということは、住民基本台帳、郵送による手続は

全て対応が可能となった。もちろん今までと同様の為替ですかね、小口、それも可能だけど、これも可

能になったということで幅が広がったという理解でいいですか。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  委員御指摘のとおり、同時に両方とも選択ができる状況に

なっております。 

○委員（野村羊子さん）  法人さんはそれなりに対応なさるんだろうとは思いますけども、分かりま

した。 
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 迷わないほうですが、一定の話がありました。１つは、このプロジェクタ、三鷹の庁舎、床暗いから

余計目立つのかなと、１階が。白っぽいところだとそれに対応した目立たせる色というのを考えるとい

う。デザイン、今回の実証実験で２種類を交互に映すという形でしょうかね。何パターンぐらい可能な

のか。あんまり早く変わってもくるくるしちゃうけども、その辺り、どうなのか。それで１台、あそこ

に１台、正面入り口に１台置くということだけなのが。これで224万円の予算が入っているんですけど、

当初予算でね、１台でそれだけかかるというふうな理解でいいのか、ちょっと確認します。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  ちょっと何パターン行けるかというところまでは今ちょっ

と手元の資料で確認ができないんですけども、いわゆる表示内容を管理するものといわゆるプロジェク

タのものと組み合わせて使うものになりますので、相当な数も可能なのかなとは思っております。 

 それと、もう一つ、経費の関係で、ごめんなさい、失礼しました。本体は今の段階では予算上は120

万円弱の予算で積算をしているところではございます。 

 今、恐らくその他、移設の関係とか、発券機の移設の関係とかの予算が一緒の科目でちょっと計上さ

れているところでございます。 

○委員（野村羊子さん）  予算書では全体的にしか、それ以上細かくは載らないので、分かりました。

本体120万円でというふうなことで。このデザイン、入力というのは、導入したら、これは多分実証実

験だから、あちらのメーカーさんがそれなりにあれしているんだと思うんだけど、これは市の職員が担

当して、分かりやすい矢印とか、実証実験ではまず発券機へとかって、誘導性高い言葉を入れていたり

していますけど、その辺りは市の担当職員が運用するのか、あちらにつくっていただくのかというのは

どうなんでしょうか。 

○市民部長（金木 恵さん）  どちらも可能だと思っています。もちろん事業者さんたちはたくさん

の知見をお持ちですので、そういった形でのアドバイスをいただくことは当然可能だと思っていますけ

れども、例えば今回の実証実験をしたときのまず発券機へは、職員のアイデアです。やはりここは、最

初に何探すって考えたときに、まずこれだよねというところで、手続の中身を案内するよりも、まずそ

の場所に行ってもらうことが一番の目的。行った先で、何の御用ですかを確認するコンシェルはいるわ

けなので、そこで役割分担をしていくというような考えの下に今回の実証実験の場合はデザインを考え

ています。 

 先ほど委員御指摘のとおり、床面が三鷹の場合は暗いといったところで、やっぱり目立つ色がいいと

いうのと、あと、市民課のやっぱりサインのカラーがもともと青なんですよね。だから青で。逆に奥の

福祉のほうは黄色っぽいオレンジでサイン表示されていますので、できるだけそれに近い色でというと

ころでの統一感といったところも職員のアイデアの中から出てきています。 

 なので、実際に調達をして考えていく中では、職員と事業者さんの知見と双方併せてよりよいものと

いう形になろうかと思います。 

○委員（野村羊子さん）  サイン表示でカラーを統一するというのは非常に重要なことですよね。今、

あちこちで色で、矢印をずーっとその色をたどっていけばいいという。そういう意味ではその辺をしっ

かり考えていただくのはよかったなと思います。 

 実際導入して、全体で200万円かけるわけだから、ちゃんと効果検証していただければと思います。 

 場合によっては、本当にエレベーター降りたところで、こっちあっちみたいなものがね、それは別に

プロジェクタじゃなくてもいいのかもしれないけど、床に、正面にあれがあっても、ぱっと分からない
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んだよね。子育てこっち、こっちは何とかみたいな、そういうのが、あと、床に貼ることもぜひ、プロ

ジェクタまでお金かけなくていいので、それもぜひ御検討いただければと思います。それはそれで。 

 もう一つ、表示のほう、ディスプレイですね。これ、透明ボードで文字が書かれる。手前のカウンタ

ーのこっち側の職員向けには、自分の言った言葉が入って確認ができるという、結構優れものだなと思

いながら。ただ、やっぱりそれぐらいの費用、これに関しては390万円余の予算計上されています。ｉ

Ｐｈｏｎｅの月々の使用料という話もありましたけど、これ自体の月々の使用料、これもやっぱりリー

ス方式でやるので、こういう形になるのか。言葉の登録、単語の登録とか、そういう事前準備を含めて

ちょっと費用がかかるというふうなことなのか、今後の維持管理費が実際どの程度かかっていくと思っ

ているのか確認します。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  まず、本体につきましては、購入という形で調達をいたし

ます。金額的には事業者の定価ベースですと１台50万円程度かかるものとなります。そのほかに先ほ

どちょっと触れました運用のためのｉＰｈｏｎｅの月々の機器使用料、それと、今回、リアルタイム翻

訳機の利用料として月額３万円、１台３万円、年間で12か月使えば36万円かかるというようなランニ

ングコストになっております。 

○委員（野村羊子さん）  それだけのお金をかけると。通常の例えば翻訳アプリとかでいえば、本当

に今いっぱいあって、スマホだけでできる。外国人ママの会とかにも顔を出すんですけども、いろんな

翻訳アプリがあって、それぞれ自分に合ったものを使われていて、それでやり取りをするみたいなこと

をなさっています。どれがいいってお互い情報共有し合っていました。だから、スマホを使える人たち

はそれで対応ができてきたのではないかと思うんだけど、あえてこれを入れると判断したというところ

の考え方をもう一回ちょっと確認したいと思います。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  スマホ、翻訳機は、かなり生活の中に展開をされてきてい

るかなというところありますけども、先ほどちょっと触れました専門用語での御案内ができること、そ

れと今回の機器が100か国語まで対応できるというような仕様になっております。 

 それとリアルタイムで、お互いに同時に自然な形で、自然な会話のやり取りをするような中で御案内

ができると、利用ができるというところが一番のメリットになるかなと思っています。来庁される方で、

場合によっては通訳できる方を先方がお連れしてきていただいているようなケースもありますけども、

そういった負担も、こういったものが周知されていけば軽減されていくのかなと考えております。 

○市民部長（金木 恵さん）  もう一つ、もちろん市民の方、カウンターの外側の方からすれば今の

お話になるんですけれども、やはり職員の心理的負担の軽減というところには相当の効果があると認識

をしています。やっぱり全員が全員英語が堪能なわけでもないですし、そもそも英語が通じない人がお

一人でいらっしゃることももちろんたくさんあって、そのたびにやっぱり職員はどきどきするんですよ

ね。もちろんアプリ持ってくるけれども、なかなかこっちの専門的な用語でアプローチしたときに正し

く伝わらないとやっぱりお互いがじれじれするというようなところでのやっぱり負担感というのは、な

かなか計り知れないものがございます。なので、やはりここを軽減できるというのは、私どもが方針で

掲げているような市民も職員も双方にという形での効果が高いと判断をしているところです。 

○委員（野村羊子さん）  なかなか、なるほどというお答えでしたが。１つは、分かりやすい日本語、

やさしい日本語をできるだけ職員も、窓口の方々は、できればもう少しトレーニングをしていただける

と、普通の日本語が堪能な一般市民でも、何言っているのって、それ何って思うことがやっぱりあるの
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で、やさしい日本語、日常会話で使う言葉に置き換えて説明するみたいなね、それはそれでやっていた

だくと、逆に言えば、どこの場所に持っていっても使えるとかいうことになるかなと思うので、その辺

り、あと耳の聞こえづらい方、高齢者の方の言葉が聞き取れ、この機械が聞き取れるかどうか、ぐちゃ

ぐちゃ言っている言葉が聞き取れるかどうかというところがちょっと、うまくそれが使えると、お互い

にそこもスムーズになるかなと思うんだけど、その辺りは実験していますか。 

○市民部長（金木 恵さん）  これ予算計上する前に一度デモ機をお借りしたり、あとは展示場でや

っているものを見せていただいたり、複数回確認をしていました。今想定している機器であれば、相当

にマイクの精度も高いですし、ディクテーションの正確度も高かったといったところは確認をしていま

す。 

 特に窓口だと、お隣、両サイドの声を拾ってしまうリスクというのもあるので、マイクの音を拾う角

度も含めて都度都度設定ができる形になりますので、できるだけお話をされている方の角度に近いとこ

ろにマイクを置いて設定をすれば、それなりに聞き取れると認識をしています。 

○委員（野村羊子さん）  窓口対応の効果、効率、いやいや、市民にやさしい窓口によりなるように

期待しておきます。ありがとうございます。 

○委員（大城美幸さん）  行かない窓口サービス、１点だけ。法人対象ですが、そのことの広報とい

うか、周知はどのようにするんでしょうか。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  こちら住民票の請求、紹介しているホームページあります

ので、その中で、この手法でも取れるようになったということを広報してまいります。 

○委員（大城美幸さん）  分かりました。あと、迷わない窓口サービスで、設置場所が５か所なんで

すが、なぜそこなのかということをまずお聞きします。 

○市民部調整担当部長（立花省二さん）  こちら、市民部の所管の中で、ある程度場所についても、

経費もかかるものですので、場所を精査する中で、外国人の方が来庁されるケースが多い窓口というこ

とで選定をさせてもらったところです。 

○委員（大城美幸さん）  今、外国人の方が来庁するのが多い窓口というふうにお話がありました。

耳の聞こえづらい高齢者も当然なんですけど、結構先ほど子育てのところという話や観光協会の話も出

ましたが、これをやって、今後広める考えとかはあるのか、ないのかを再度確認します。 

○市民部長（金木 恵さん）  結論から申し上げますと、今後庁内にどう横展開していくかというと

ころの課題だと認識をしています。令和６年度、５年度あたりから、市民部、先駆的に業務改革という

形で先陣を切って着手をしているようなパイロット的な役目を担っていると認識をしています。 

 やはり書かない窓口サービスもそうですけれども、一遍にあちこち広くというのはどうしても負荷も

かかりますし、コストもかかってくるというところで、少しずつスモールスタートで始めて横に少しず

つ広げていくというほうが庁内のハレーションも低いとは思っていますし、やはり新しいことを始める

というのはすごく職員の中には抵抗感がある職員も一定程度いるというのは事実でありますので、やっ

ぱりここは費用対効果といった部分も含めて、やっぱり入れた効果を実感してもらった上で、うちの窓

口にも入れたほうがいいのかしらと思ってもらうことのほうが大切かなと思っています。 

 なので、今回、総務委員会では御審議いただけませんけれども、書かないも今後という形で、今回、

新しく少しずつ広がっていますので、今回のこの取組も広がっていくことを願って私たちは使っていき

たいと思っています。 
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○委員長（加藤こうじさん）  よろしいですか。では、終わりましょう。 

 以上で市民部報告を終了いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  管外視察について、本件を議題といたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  管外視察の視察日の日程については、10月５日、６日、または20日

から23日の中での１日から３日間の日程で実施するということにいたしたいと思います。 

 また、視察先、視察項目及び資料については、６月24日水曜日、正午までに事務局に届け出ること

にいたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

○委員長（加藤こうじさん）  次回委員会の日程について、本件を議題といたします。 

 次回委員会の日程については、本定例会最終日である６月30日火曜日とし、その間、必要があれば、

正副委員長に御一任いただくことにいたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

○委員長（加藤こうじさん）  その他、何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、特にないようですので、本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

 


